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本校舎  高等部グループ  

１  研究主題  

卒業後の生活につながる授業づくり 

～生徒の自己評価方法の工夫をとおして～ 

２  研究テーマ設定の理由と研究の方針  

 高等部では前回の研究（Ｒ２～Ｒ３）で、「学びに向かう力をはぐくむ授業づくり～観点別評

価を通した体系的な取り組み～」をテーマとして、新学習指導要領の 3観点に基づいた授業の目

標立てや自己評価項目の設定をし、より効果的に授業実践することを目指して取り組んだ。 

今年度、高等部では全校研究テーマにある「豊かな学び」を「卒業後の生活につながる力」と

とらえ、この「卒業後の生活につながる力」を育むために、前年度までの研究の取り組みを踏襲

しながら、生徒の多様な実態に応じた自己評価方法の工夫を目指すこととした。自分の学習や行

動を適切に振り返る（評価する）力を育くむことで、進路決定や卒業後の生活に生かすことがで

きるのではないかと考えた。 

この研究は 2年次計画で行う。1年次目である今年度は自己評価方法の検討を行い、2年次目

では、自己評価による生徒自身へのフィードバックが他の教科や行事にも応用できるように、年

間指導計画を活用した教科間の連携を図る取り組みを行うこととする。 

３推進計画  

1 年次目の研究推進計画 

月 日 研究活動 内   容 

4 月 21日 第 1回全校研究会  

5 月 17 日 グループ研究会① 研究の進め方について検討・確認 

6 月 22日 グループ研究会② 研究内容の詳細について、小グループ編成 

7 月 21日 グループ研究会③ 自己評価シートの様式について提案、小グループごとに検討 

9月 5 日 グループ研究会④ 自己評価シート使用開始 

11月 17 日  iPad 事例研究会 

12月 9日 研究授業 作業学習「環境班」、２Ａ「現代文」 

12月 20 日 グループ研究会⑤ 

（授業研究会） 

研究協議「生徒の実態に応じた自己評価の仕方、支援方法」 

1月 23 日 グループ研究会⑥ グループ研究のまとめ 

2月 14 日 第 2回全校研究会 グループ研究の発表、全校研究のまとめ 

４  授業（研究）実践  

（１） 研究内容 

① 自己評価方法の検討（自己評価シートの見直しと作成） 

生徒の教育課程を基準に次の 2グループに分けて取り組む。 
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グループ名 グループ分けの基準  主な研究対象教科 

A グループ 病弱・肢体不自由（通常）
教育課程担当 

各教科 

C グループ 知的障害（通常、重
複）、病弱・肢体不自由
（重複）教育課程担当 

作業学習 
※さらに作業班ごとに５グループに分かれる。 

（農耕班、環境班、工芸班、縫製班、紙工班）。 

 

 ② 自己評価シートを活用した研究授業 

ＡグループとＣグループから１つずつ授業提案を行う。 

 

（２） 研究実践 

①Ａグループ 「ふりかえりシート」の活用（図１～図３） 

ふりかえりシートの活用にあたっては生徒の実態に考慮して次のように取り組んだ。 

・各教科において、生徒の実態に応じながら毎時または単元の終わりに取り組むこととし 

た。（図１） 

・記述式が難しい生徒もいるため、A～Cの 3段階で評価する様式も作成した。（図２） 

   ・iPad（Forms）を使用して、アンケートのように取り組んだ。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A グループ 「ふりかえりシート」活用の結果 

自己評価におけ
る生徒の実態 

・記述式だと「～できた」「～できなかった」だけの記述になる。具体性のあ 

る自己評価を行うことが課題。 

・学習活動に書かれている文言の意味を生徒が理解できていないため、自己評 
価につながりづらい。 

改善案と具体的
な支援 

・学びの視点、よりよい自己評価の仕方、苦手分野に関する勉強方法などを生 

徒の実態に応じて具体的に補助説明したりコメントしたりして生徒に返す。 

図１ 図２ 図３ 
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・生徒が気づくことができるように「～したのはよかった」と具体的に声がけ

する。 

・生徒が自己評価方法を理解できるように、継続して繰り返し取り組む。 

・自己評価と定期考査等の結果を照らし合わせ、自己評価と実態の整合性を確 

認する場を設ける。 

生徒の変容 

（成果） 

・タブレットに入力する方法は、生徒も興味をもって主体的に取り組みスムー

ズに行うことができた。 

・教科間で様式をある程度統一したことで、生徒が迷いなく取り組むこと 

ができた。 

・学習した内容について理解できているか、自分で再確認する様子がみられた。 

・指導者の助言に基づいた自己評価を試みている。 

・以前より課題が明らかになり（頑張るポイントがはっきりし）、自己評価も

よくなった。 

課題点 ・単元ごとに難易度のばらつきがあり、評価への変容はみられていない。 

・単元が１時間で完結するものではないので、ふりかえりシートに毎時間取り 

組むことにはならない。毎時間行うとなると３観点を満たしにくい。 

・様式はある程度統一していたが、どの教科でも同じ内容の評価項目があると
よい。 

 

 

 

 

 

② Ｃグループ 「作業日誌」と「ルーブリック評価表」の活用 

（図４～図５） 

活用にあたっては生徒の実態に考慮して次のように 

取り組んだ。 

・生徒ができるだけ自分で自己評価できるように作業日誌 

様式の見直しと作成（図５） 

・昨年度使用していた「ルーブリック評価」の項目や内容 

の見直し（図４）  

 

 

 

 

C グループ 「作業日誌とルーブリック評価表」活用の結果 

自己評価におけ
る生徒の実態 

・生徒が毎回おなじように「〇」を付けるだけになっている。また、自分から

「△」の評価をすることが難しい。 

・目標設定がその日の活動と一致していない。 

・作業ができた時間をグラフで表す様式のものが向いている生徒もいる。 

・ルーブリック評価表を活用できていない生徒もいる。 

・目標と反省の「ものさし」になるようなものがあるとよい。目標や反省の基

準として数量（作業量）がわかりやすいのでは。 

 

図４ 改定後のルーブリック評価表 
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改善案と具体的
な支援 

・目標としてふさわしいキーワードを選択肢として記入欄に載せる。（自分で

目標決めや自己評価ができるようにする。）（図５-1，3，4） 

・ルーブリック評価を５段階から３段階にする。 

・評価をシンプルにした。 

・校内実習日誌とリンクさせる。（図５-2） 

・友達の良いところにも気づきを多くもたせるようにする。 

・◎〇△の評価基準について説明し、生徒一人ひとりが感じている評価基準を

そろえた。 

生徒の変容 

（成果） 

・目標の設定がしやすくなり、日誌記入のスピード向上や作業への取り組み改

善が見られた。 

・以前は目標内容がパターン化していたが、自分で考えてから書き始めるよう

になったり、前日の課題を目標として記入したりするようになった。 

・教師の評価欄を設けたことで、生徒が高評価の数字ばかり記入したとしても

教師からの評価で気づきを促すことができた。 

・作業中に注意されたことを日誌の自己評価や反省欄に記入することができる

ようになった。 

・それぞれの作業班に合ったルーブリック評価表にしたことで、個々の目標に

取り入れたり、評価しやすくなったりした。３段階にしたことで生徒が判断

しやすくなった。 

・反省項目を「良い・もう少し・次がんばる」の内容に変更したところ、生徒

が注意されたり失敗したりしたときに〇△×よりも選びやすくなった。（図

5-1） 

・作業中、頑張りたいことについて自分から話題にする様子がみられた。 

課題点 ・作業班の活動内容によっては、目標設定や反省の時間を十分に長く設定する

ことが難しい。 

・自己評価が難しい生徒は、自己評価より他者（教師の）評価が中心となる。 

・文字や数字で記述するのが難しい生徒の気づきや思いを引き出す支援方法の 

検討が必要。（言葉がけ、承認、励まし、見守り 等） 

・生徒によっては、５段階に細分化したルーブリック評価のほうがより高い目

標を意識できる。 

・◎、△の基準について。目標が達成されたから◎なのか、目標以上にがんば 

ったから◎なのか。また、△はどのように判断するか。 

・生徒がその日の作業内容等に応じて自分の課題を記入できるように目標欄や

項目欄に空欄を設けとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 改定後の作業日誌様式および記入の様子 

図５－1 

 

図５－2 
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（３） 研究授業および授業研究会 

① 授業提案：作業学習「環境班」 

研究授業日時：令和４年１２月９日（金） 

授業研究会日時：令和４年１２月２０日（月） 場所：高等部職員室 

 

   ＜指導略案および資料＞ 

    資料１ 参照 

 

＜授業者より＞ 

・環境班は、一般就労を目指す生徒が多いが、A型や B 型を目指す生徒もいる。 

・対象生徒 A：一般就労を目指している。作業にまじめに取り組むが、作業中ペアを組
む相手によっては私語が多くなることが課題。 

・対象生徒 B：自分から報告することが課題である。少しずつ答えられるようになって
きたが、質問には単語で答え、です・ますを使った返答は難しい。書くことがゆっく
りなため、日誌の様式は簡単なものを使用。手順表が有効。 

＜質疑応答＞ 

・ペアで相談して解決するという方法は環境班の生徒にとって非常に有効な方法を感
じた。ペア同士で評価しあう場面はあるか  

→ 今はないが、今後取り入れていきたい。 

・紙工班では、作業日誌のルーブリック評価を全部「３」にしてしまう生徒が多い。何
ができて何が課題かふりかえられる取り組みを行いたい。 

  → 紙工班の生徒の実態（振り返りが難しい生徒）としては、教師同士で生徒の課
題を確認しあう必要がある。 

・生徒 A が作業中にペアの生徒と「ぞうきんをどこに置くか」と相談する場面があっ
た。わからないときに一緒に考えて決定し、次の作業に進んでいた。お互いに助け合

図５－１ 図５－２ 

図５－３ 図５－４ 
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うことも良かったが、「教師に確認したほうがよい」という判断が必要な環境設定も
行ってはどうか。 

  →できるだけ自分たちで解決することができるようにペアバランスを考えている。
今後の授業に取り入れていきたい。  

・手順表の改善について詳しく教えてほしい。 

  →実際に使用している生徒の意見をもとに、必要な項目、色分けなど改善した。 

 

＜助言（小原副校長）＞ 

・一人ひとりの特性をとらえて生徒に対してていねいに対応している。 

・生徒が窓の清掃をしている様子を見学したかさい農産の社長さんが、窓ふきの手順表
を見て感心し持ち帰ったことがあった。非常に技術の高い作業を行っている。 

・環境班の仕事は高度。手順表を読む、実施する、反省し評価する、指導を受けて改善
する…という流れを生徒も理解し、真剣に取り組んでいる。 

・ペアを組む利点は、できない場合のことを考え、お互いに助け合えることである。 

・人間として成長していけるすばらしい授業である。 

 

② 授業提案：２Ａ「現代文」 

   ・生徒の実態により職員の参観は行わず、授業や自己評価の様子を撮影した動画を全体で
視聴。（授業提案のみ。質疑応答はなし。） 

   ＜指導略案および資料＞ 

    資料２ 参照 

 

（４） 学部研修会 

 「卒業後に生かせる評価～適切に自分を見つめなおすための自己評価の在り方について～」 

 講師：岩手県立総合教育センター 教育支援相談担当 福田要 氏 

 日時：令和４年１０月２６日（水） 

 場所：本校図書室 

 講演内容：１ 自己理解とは 

      ２ キャリア発達とライフスキル 

      ３ 働くカタチ 

      ４ セルフマネジメント 

 ・適切な自己理解（自己評価）とは、子どもの自己理解と他者の理解が一致すること。 

  一致するためには「他者から見られる自分」の認識が必要であり、それは９歳程度の水準で

ある。 

・自己有用感を育てることも大切。（働くことや自分の役割がどのように役立つのか） 

・セルフマネジメント（自分のための支援、目標とする行動、自己モニタリングなど） 

・観察可能な具体的な目標設定や評価の基準、自己評価できたことへの称賛を行う。 

 

５  実践のまとめ  

（１）成果と課題 
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〇作業日誌や自己評価シートの様式を生徒の実態を考慮しながら検討し改善したことで、生徒
が自分の課題を明らかにし、授業中何を頑張ればよいかわかりやすくなった。そして自信をも
って自己評価をおこなう生徒が増えてきている。 

〇自己評価への支援方法として、目標を言葉にして直接確認したり、活動内容や取り組みの様子
について具体的に対話したりして、振り返りと生徒の気づきを促す工夫が行われている。 

〇研究に関わった高等部職員にアンケート調査したところ、「生徒の変容が見られた、少し見ら
れた…８５％」、「変容はなかった…１５％」であった。生徒の変容を感じている職員が多い
ことが分かった。 

  

●取り組み期間が 1年未満と短いことから、まだ成果につながらない（変容がみられない）生徒
もいる。アンケート結果からも、その現状がうかがえる。 

●自己評価の基準（◎、△など）について見直しや検討が必要。 

●自己評価が難しい生徒への支援方法の検討が必要。 

●他教科との自己評価の共通性があるとよい。 

 

（２）まとめ 

 生徒の実態と学習内容を考慮しながら、生徒がどのようにふりかえればよいのか、そのために
どのような支援が必要かということを、高等部全体で検討し、改善・実践することができた。こ
の実践を経て、課題が明確になる→意識して取り組むことができる→頑張ったこと（意識して取
り組んだこと）に対して自己評価できる→達成感や自己有用感につながるという流れが改めて
明らかになった。生徒自身がわかりやすい目標設定と、生徒の実態に合った自己評価方法を行う
ことにより、進路決定や将来の生活において重要な「自己理解」へとつながる自己評価ができる
と考える。 

この自己評価が 1 つの教科に限定されずに、授業全体または学校生活全体での様々な学びの
中で行うことができ、生徒が自分自身にフィードバックすることで、自分自身の生活をさらに豊
かにすることができるのではないだろうか。 

高等部の生徒の実態も多様であり、支援方法も異なる。自分自身で評価することが難しい生徒
もおり、それぞれの生徒が適切に自己評価するための方法について今後も継続して研究する必
要がある。1 年次の研究で明らかになった成果や課題を踏まえ、2 年次ではこの課題解決を目指
しながら自己評価によるフィードバックを他の教科にも応用していけるような研究を進めてい
きたい。 
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＜資料１ 高等部作業学習指導略案および資料（環境班）＞  
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（環境班 作業日誌） 

A 
B 



本校舎 高等部 11 

 

＜資料２ 現代文指導略案および資料＞ 

 

 

 

                                       

J K 


